
【松江会場】 R５年度主任介護支援専門員更新研修
区分 科　　目 内　　容

 9：20～ 9：50 受　付
 9：50～10：00 開　会

15：00～15：30 30 振り返り

16：30～17：00 30 振り返り

16：30～17：00 30 振り返り

16：30～17：00 30 振り返り

16：30～17：00 30 振り返り

16：30～17：00 30 振り返り

16：30～17：00 30 振り返り

16：30～17：00 30 振り返り

2
期

3
期

家族への支援の視点が特に必要な事例を用いて主任介護支援専門員
としての実践の振り返りを行うことにより、家族への支援の視点も踏まえた
実践上の課題や不足している視点を認識し分析する手法を深める。ま
た、分析結果を踏まえた資質向上に必要な取組と実践における改善策
を講じることができる知識・技術を修得する。

8
月
7
日

（月）

9：30～16：30 360
講義

・
演習

②-6主任介護支援専門員として
の実践の振り返りと指導及び支
援の実践
「社会資源の活用に向けた関係
機関との連携に関する事例」

社会資源の活用に向けた関係機関との連携に関する事例を用いて主任
介護支援専門員としての実践の振り返りを行うことにより、利用者が活用
することができる制度に関する知識及び関係機関等との連携に係る実践
上の課題や不足している視点を認識し分析する手法を深める。また、分
析結果を踏まえた資質向上に必要な取組と実践における改善策を講じ
ることができる知識・技術を修得する。

8
月
8
日

（火）

9：30～16：30

8
月
6
日

（日）

②-7主任介護支援専門員として
の実践の振り返りと指導及び支
援の実践
「状態に応じた多様なサービス
（地域密着型サービス、施設
サービス等）の活用に関する事
例」

状態に応じた多様なサービス（地域密着型サービス、施設サービス等）の
活用に関する事例を用いて主任介護支援専門員としての実践の振り返り
を行うことにより、多様なサービスの活用に係る実践上の課題や不足して
いる視点を認識し分析する手法を深める。また、分析結果を踏まえた資
質向上に必要な取組と実践における改善策を講じることができる知識・
技術を修得する。

7
月
6
日

（木）

看護サービスの活用が必要な事例を用いて主任介護支援専門員として
の実践の振り返りを行うことにより、看護サービスの活用に係る実践上の
課題や不足している視点を認識し分析する手法を深める。また、分析結
果を踏まえた資質向上に必要な取組と実践における改善策を講じること
ができる知識・技術を修得する。

②-3主任介護支援専門員として
の実践の振り返りと指導及び支
援の実践
「認知症に関する事例」

認知症に関する事例を用いて主任介護支援専門員としての実践の振り
返りを行うことにより、認知症の要介護者等に関する実践上の課題や不
足している視点を認識し分析する手法を深める。また、分析結果を踏ま
えた資質向上に必要な取組と実践における改善策を講じることができる
知識・技術を修得する。

講義
・

演習

②-4主任介護支援専門員として
の実践の振り返りと指導及び支
援の実践
「入退院時等における医療との
連携に関する事例」

入退院時等における医療との連携に関する事例を用いて主任介護支援
専門員としての実践の振り返りを行うことにより、医療との連携に関する実
践上の課題や不足している視点を認識し分析する手法を深める。また、
分析結果を踏まえた資質向上に必要な取組と実践における改善策を講
じることができる知識・技術を修得する。

②-2主任介護支援専門員として
の実践の振り返りと指導及び支
援の実践
「看取り等における看護サービス
の活用に関する事例」

9：30～16：30 360
講義

・
演習

7
月
7
日

（金）

9：30～16：30 360
講義

・
演習

3609：30～16：30
講義

・
演習

②-5主任介護支援専門員として
の実践の振り返りと指導及び支
援の実践
「家族への支援の視点が必要な
事例」

360
講義

・
演習

①介護保険制度及び地域包括
ケアシステムの動向

介護保険制度の最新の動向を踏まえ、地域包括ケアシステムの構築に
向けた現状の取組と課題を理解し、主任介護支援専門員として果たすべ
き役割を再認識する。

6
月
14
日

（水）

9：30～16：30 360
講義

・
演習

②-1主任介護支援専門員として
の実践の振り返りと指導及び支
援の実践
「リハビリテーション及び福祉用
具の活用に関する事例」

リハビリテーションや福祉用具等の活用事例を用いて主任介護支援専門
員としての実践の振り返りを行うことにより、リハビリテーションや福祉用具
等の活用に係る実践上の課題や不足している視点を認識し分析する手
法を深める。また、分析結果を踏まえた資質向上に必要な取組と実践に
おける改善策を講じることができる知識・技術を修得する。

講義

日　　時

1
期

6
月
13
日

（火）

10：00～15：00 240

6
月
15
日

（木）

9：30～16：30 360

※一部科目が入れ替わる場合があります（研修実施日については変更ありません。）


